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第７期ASV推進計画の検討テーマ
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第７期ASV推進計画の基本テーマ

「自動運転の高度化に向けたASVの更なる推進」

① 誰もが使用する技術となったASVの正しい理解・利用の徹底と効果的な普及戦略

② ドライバーの操作に対してシステムの操作を優先させる安全技術のあり方の検討

③ 通信・地図を活用した安全技術の実用化と普及に向けた共通仕様の検討

④ 自動運転車が備えるべき安全の範囲・水準の探索のための考察

2021年度より５カ年の第7期ASV推進計画を実施



第７期ASV推進計画の体制
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第７期ASV推進計画は、必要に応じて、会議体間の連携をとりながら、
以下の体制により推進中。

座長 ：
東京大学須田教授
副座長：
筑波大学稲垣特命教授
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（１）現状使用可能な報知方法の効果検証
文字表示、あるいは制動装置を操作している場合の制動灯点滅による視覚情報等、基本設計書に既に
規定のある各報知方法の効果検証

（２）効果的な新規報知方法の検討
法規制約・背反リスクを勘案した新たな報知方法の検討

第６期ASV推進計画における次期ASVへの申し送り事項

EDSS（路肩退避型・高速道路版）車外報知性 実証実験概要

ドライバーの「ハザード慣れ」により異常が伝わらない可能性

車線変更時に方向指示器のみの点滅となり、通常の車両の挙動と区別がつかない可能性
課題

ドライバー異常対応システム(EDSS)の報知性改善に関する
第６期ASV推進計画の申し送り事項



EDSSの報知性改善に関する申し送り事項の検討体制

EDSSの報知効果改善の検討を更に推進するため、システム主導検討WGの傘下に
実験検証SWGを設置。

実験検証SWGでの検討対象として、６期申し送り事項の対象（高速道路版）に加え、
一般道路版EDSSも対象とする。

実験検証SWG

EDSS（高速道路版）車外報知性の改善検討
●報知性向上－制動灯/ハザード・灯火器の点滅（周期の変更等）

EDSS（一般道路版）車外報知性の改善検討
●報知性向上－前照灯等・灯火器の点滅、又はその他報知

ASV6期 申送り事項に
対する追加検討事項

ASV6期 申送り事項

【活動内容】
報知性の向上手段案の検討と検証実験による安全性評価方法等の検討・策定
検証事件結果を踏まえた具体的な報知性向上手段の検討、関係ガイドライン等の改訂提案

【一般道路版EDSSにおける検討候補】
減速停止型における対向車線への飛び出し、歩道への侵入。
車線内維持型における交差点、右折レーン、カーブ、対向車線等への飛び出し。
対向車との正面衝突、歩行者の巻込み。
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